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本論文では、 (1)通貨需要関数の安定性、 (2)輸入関数を通して示される共通通貨圏の保険機能、 (3)最適通貨圏の内生性
という 3 つのテーマが取り扱われている。いずれもCFAフラン圏の性格を特徴付ける上で重要な論点であり、アフ
リカにおける地域通貨統合の経済効果に関して新たな洞察を与える結果を提示しているo





第 2 章では、フランスによる交換性の保証が、 CFAフラン圏各国において、異時点聞の消費配分の効率化に資し
















に反して、本論文の結論は、 CFAフラン圏に特有である o この意味で、本論文の正当な位置付けは、普遍的経済法
の探求というより、西・中央アフリカ諸国における特定の経済制度の解釈にあると言えよう。この観点から言えば、
実証結果をCFAフラン圏の制度的詳細に照らして解釈する努力、およびアフリカ地域研究文献との関連付けが不十
分だという感を否めなし、。これは今後の課題であろう。とはいえ、このような問題にもかかわらず、本論文は、開放
マクロ経済学およびアフリカ地域研究に対する意義ある貢献であり、博士(経済学)に十分に値するものと判断する。
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